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薬書については，いづれの区でも新輪の歪曲があカ，

乗がやゝ内側に巻いた状態がみられた．

第2年且には，満開後30日に20f〉Pm，20：P三m十

ソルボンで，40Ⅰ）知を散布したが，各駅直とも無散布

区の落果に比して高い摘果効果が認められた．特に高蔭

鹿のもの程高く，20‡）Pm区ではソルポ／Tを加えた区

が高かった・しかし枝の状啓，或は方向などにより摘果

の程度にかなカ差があれ各曲度とも残果のない枝が多
く認められた．

摘果効果の現われる時期は，散布後7～8日頃から果

実の肥大が悪くなれ散布後は～遁日頃には果便部を枝

に残して急激に落果をはじめ，故布餃10～20日間に

重りハて無散布区の落果率に比して高い有意性を認めた．

薬害については，40Ⅰ）蝕区で新栂の歪曲があ少，菜

が内側に巻いた．しかし20PPm，20押m十ゾルボンT
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では軽度であった．

4　3　C‡）について

3CPは助果の頃に処理する摘果剤として考えられる

ので・本県のように霜害の危険のある地帯では，本剤に

期待するため大久保9年生樹を使用し，満開後20日，

25日，30日に50PPm，100PPm，劫）PPm，亜PEm

を散布したが賃等が現われ・また遅く散布したもの程，

高段変のもの程苦しく，特に溝閑後30日散布の4叩ppm

Kかいては殆んど詰責した・しかし溝関後20日散布の

加PPmでは薬害少なく，また摘果効果も望めるようで1

あった．

したがって3C‡）の今後の試験としては，満開後から

20日ぐらいまでの間における処理（散布時期，農産，

展着剤加用など）について更に検討する必要があろう．

ぶ　ど　う　根　群　調　査　に　つ　い　て

第2報枯木を異にした地上部及び地下部の発育について

鈴木　宏・丹野貞男

（秋田県果樹試）

1・　ま　え　が　を

ぶどう園も近年草生栽培が行われ，施肥及び桝うん等の

土壌取扱いの点から，根群の分布及び伸長状況を知力，

栽培管理の資料を得る目的の一環として仁砧木を異にし

た場合の地上部の伸長及び地下部の状況について比較調

査したのでその結果を報告する．

2・　摘∴誼　方　法

供試品種はキャンベル7－リー，枯木はハイブリット

フラン（H・ア）タロアールドモンベリー（〇・M）テレ

キ5IiB（T5BB）挿木首各々2本宛用いた．遁餌年

4月13日，根箱（60×45×55用）に1本宛，ガラス

面から約10m離れた場所に定植し，樹が伸長を始めて

から停止するまでの期間（4月～10月）旬毎にガラス

面に発根伸長して来る地下部の根数及び伸長量をガラス

面に記入し，長さはキルビメーターで測定した．1年目

は首の伸長窄まを，2年目は先端新相について，3年巳

は先端から5本の新稗の生長を測定した．根箱の地温は

深さ80e市を9時，12時，15時の3回酬定日に調査

した．

19位年11月26日に堀上げ解体し，枯木の差異搾よ

る地上部及び地下部の生長室を調査した．

5・　嗣査成紐並びに考察

L　地下部の伸長

地下部の伸長状況は第1表及び第1図に示した．3ケ

年間の砧木別伸長状況は1和年は植付年産でガラス面へ

の出現はおくれ，かつ伸長周期も2年目，3年日の経過

と臭ったが，2年日と3年目は生長周期は枯木が臭って

も類似の傾向がみられた．量は砧木によってらがった．

発根伸長開始はHF砧及びで5BB地が粕々早く，5月

上旬であったが，GM貼及び挿木は5月上中旬からみら

れた・伸長停止期はH下1帖が最もかそく．1月中旬であ

ったが，その他は10月上旬であった．又根の発根周期

はHp．G M，T5B】∋帖共に3回みられた．窮1回は

5月上旬から6月下旬，第2回は7月上旬から8月中旬．

第3回は8月下旬から10月中旬であ少，最も発根の旺

盛なのは第2回目の頃であった．挿木区のみは根の伸長

は緩慢で，6月上旬から8月上旬にかけて第1回呂，そ

の後10月上旬までの2回目のようである．
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第1表　時期別発根教
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え　地上部の伸長

3ヶ年の地上部の生育状況（第2太）は年により早晩

があった．枯木間による差は明らかでなかったが．柿木

のみは3年目に生育がおくれた．2年目に挿大損外のも

のは着房したが除去した．新稗の伸長状況は第1囲第1

表の通りである，地卜部の生育は4月下旬の萌芽から比

じま少，その停止期は8月中旬から9月上旬で，伸長盛

期は年により若干異なるが，各枯木に接がれたものでは

5月中旬から7月下旬にかけてみられ，時妙的伸長宗虻

異なっても大体同じ様に経過した．挿木区だけ托伸長が

拾健で伸長最も少ないが，申・後期に苦しい伸長がみられ

た．

a　地下部の伸長と地温

地下部の伸長と地温の舶係をみると年によって若干異

なるが，H F砧，T5B B帖では5月上旬Ⅵ発根伸長が

みられ，深さ80C曙の9時の地温で12℃を越える頃か

らであった．〔トM砧及び挿木ではこれよりも高い14tC

位になってからであった．伸長停止も大体伸長開始と同

じ位の温まのときに停止した．伸長盛期は各区とも約別

～25℃となる7月上旬から8月中旬にみられた．

4．解体調査

地上部及び地下部の解体は第4表に示した過少である．

全重，幹周肥大ではH F砧，T588砧が蟹畑，G M砧

では稲々少なレ．挿木が最も少ない．斥対にT－R蜜で

は挿木，M8砧が高い．地上部の輯成状況は新村の総伸

長立及び重量はGM砧，T5B jう百占が優っていた．地上

部の中で新相重はT588，G M．節水は63承以上で

あったが，H p砧は3年枝（主幹）の占める割合が多く

なっている．地下部の根の太さ別の割合はn3m以下の

重義では地下部重の大きい枯木で商いが，その割合はG

M左占が約86車，T5B B，H F粘，棒大の旧である．

ガラス面に現われた根竜と大林一致している．紳飴の賽

立はO Mが特に少なくなっている．

以上ぶどうの古占木を異にした場合の地」二部及び地下部

の生長時期的結果を検討してみると，糾大に上る狂聞及

び時期別の稔発根，伸長二歳は年による変異もあるが，枯

木間に差がみられた‘即ち発根伸長畳ではOM粘及びで

1円

5B甘柿が高く，又発根伸長開始はH F砧，T5B B7う；

早く，仰止期はH F砧が10月中旬で最もかそい．しか．

し地下部の年間生長周期は大体「口」じようを経過を示した

地L部の前非後15～20日（5月上中旬）に発根伸長

を始めてから落花期まで，果杓の肥大糊から地上部の仲

寅停止掛まで，R月下旬から10月上中旬の停止期まで

と3回の伸長周咽がみられ，8月上旬から停止期までの

問に新根の大部分が，発生するという類本氏の結果とは

多少足っている．又地下部の生長は地上部の生育と密接

な射返のもとにあることが伸長－；‾左の変化から伺われる．

地上部の郡芽仰身性地下部伸長と同様枯木による時期的

伸長最は異凍るが，生長周期は枯木が臭っていても同様

な生育傾向を示している．樹の生育韻は砧大による差が

著しく，H F枯及びT5B B砧は地上部竃，地下部重，

幹周肥大で僚少，G M砧では砧負けの傾向がみられた∴

5．　摘　　　要

L　19側転4月13日，キャンベル7－リーの枯木別

（ハイブリット・フラン・タロアールドキンベリーー　テ

レキ5BB，挿大）甫木を根箱に樟え付け，旬毎にガラ

ス面に現われる輯教，根長及び節相伸長を調査した．

a　細野伸長は5月上旬から10月中旬まで生長し，

10月下旬から畢生4月下旬まで生長が停止した．生育

期間内の発根及び伸長盛期は6月上中旬，7月中旬，9

月上旬の8回みられた．砧大別ではHア砧，T58B砧

は早くかつ停止期もあそい，G M砧，鱒木市は伸長開始

期は稗々おそく，停止期は早い，さらに挿木は初期生育

は綴鰻で6月下旬以降に魚敢な伸長を示す．

a　発根伸長開始は地温が12・－15℃の頃にみられ

停止時糊も同じ位の汽匿である．根の鼻も旺感に伸びる

のは地喝20－25℃のときであった．

4▲　枯木Rllに上る薪・芽の葺枕みられなかった．枝の伸

長も稗同様，棒大区は後期に急徴を伸長を示した．

5　発根吐萌芽15～20韓にガラス面にみられた，

開花宿前，異粒発育期（7月上旬～8月上旬）及び新杓

の生帝停止後に生育盛期がみられた．
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第3本　地温及び気温
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1 0 月 10 日 15 ．0 15 ．0 1 5 ．0 1 6 ．2 1 4 ．4 1 4 ．2 1 8 ．9 13 ．1 1 1 ．5 1 1 ．0 1 1 ．0 1 2 ．4 1 4 ．6 1 6 ．6

Z ）日 12 ．2 11 ．5 11 ．0 9 ．5 14 ．5 1 3 ．8 13 ．5 1 1 ．5 15 ．0 8 ．0 8 ．5 8 ．5 11 ．8 1 0 ．8 12 ．3

即 日 10 ．0 10 ．5 10 ．5 1 2 ．0 8 ．7 9 ．0 8 ．0 15 ．1 13 ．8 ー
13 ．0 9 ．7 1 1．9

第4表　枯木別地上部，地下部の伏別
H IP　砧 8　 二M　 石占 T　 － 5　 B I日払 挿　　 木

数　　 量 構　 成　 努 数　　 量 構　 成　 率 数　　 量 構　 成　 多 数　　 量 輪　 成　 努

全　 重　 量　 伺 2，罰2 ．8 2．108 ．5 2 ．劇3 ．5 1，卓論1．0

幹　　　　 圃　 匝 ） 6 ．5 5．5 早．9 4．6

T　 －　 R　 率 0＿2）1 0．32 ；′ 0．3 冶 0．認2

地

上

部

重　　 量　 （g ） 弧 ．5 100 519 ．5 100 油 ．5 100 淵 ．0 1（氾

1 年 枝 重 盟7．0 52 ．6 級 5 朗 ．6

6．6

25 ．8

3 81 ．0 （汀．0

6 ．8

三光．2

2 45 ．0 環 ．0

13 ．9

盟 ．1

同 上 本 数 1 13 ．5 13 ．0 10 ．0 13 ．5

総　 長　 申 ） 941 ．8 1 ，135 ．5 1 ，015 ．5 92 1 ．5

2 年 枝 重　 （g ） 紀 ．0 9 ．2

翁 ．2

こ姥．5 払 ．5 別 ．0

！ 同 上 本 数
6 ．5 5 ．0 6 ．5 5 ．5

3 年 枝 重　 （g ） a 5．5 149 ．5 149 ．0 9 0 ．0

地

下

部

重　　 量　 （g ） 1，9為 ．3 100 1 ，三治2．5 100 1 ，別9．8 100 1 ，172 ．0 1（旧

太 さ 8 3 憫 以 下 1．至近≧．5 78 ．5 1 ，才闇．5 拓 ．2 1．5≡2 ．5 81 ．7 7 指．0 柘 ．4

8 3 ～ 8 5 166 ．0 8 ．6 紗 ．0 5．6 119 ．0 6 ．3 1劇 ．0 12 ．7

8 5 － L O 払 ．0 4．5 32 ．5 2 ．0 偽 ．5 さ．7 1一班．0 12 ．3

1 0 － 1 5 2 ．6 0 ．2 8 ．5 0 ．6 2 ．8 1 ．5 0 0

根　　 幹　　 は 1 1諺 ．0 8．2 汐 ．0 5 ．6 1訂 ．0 6．8 10 1 ．0 9 ．6

6　ガラス面に現われた根量と解体調査した根量では

各右占木とも同一の傾向がみられた．
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